	数学　紙テープを切る

	日時：平成20年5月24日（土）1校時（45分）
	対象：中学1年AB組(女子20名)　場所：１B教室

	〔目的〕　
（１）予想のつかない問題に対して，実験を繰り返して根気強く調べる態度を養う。
（２）実験結果を説明する手段を考えることで，結果を整理してまとめる力を付ける。

（３）形が異なっているものについて，空間図形としての共通な性質を見つける。

	〔指導時間〕
１時間目(本時)　　　２時間目

	〔準備〕
　直線紙テープ（1人3本），十字型紙テープ（1人4～5本），はさみ，セロテープ，プリント


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	20分

10分

8分

7分
	１　十字型テープの端を180°（半回転）ひねって輪を2つ作る。

(1) 　テープの真ん中をはさみで一周切る。

(2)　切るとテープはどのような形になるか。

→「2本の離れたテープ」と「繋がった2本のテープ（ハート型）」

２　【発問】「何故，離れた2本のテープと繋がった2本のテープができるのか？」→離れたテープができた人，繋がったテープができた人の輪の作り方を確かめる。→偶然両方の形ができてしまう場合が多い。やがて生徒はひねり方の違いに注目するようになる。

離れたテープができた人・・同じ向きにテープをひねった(ア)

繋がったテープができた人・・違う向きにテープをひねった(イ)

→しかし，問題の意図は「つなぎ方が違うため」という答えを求めているのではなく，「何故（ア）や（イ）のようにつなぐとはなれたり、絡んだりするのか」ということを聞いていると説明する。

→難しい問題だ。もうちょっと他の場合を試して考えてみよう。

３　直線テープをひねらずに端と端を付けて輪を作る。...(a)

(1) テープの真ん中をはさみで一周切る。

(2) 切るとテープはどのような形になるか。→2本のテープ

４　直線テープの片方の端を180°（半回転）ひねって輪を作る。...(b)

(1) どのような形になっているか。→表と裏の区別がない。

(2) テープの真ん中をはさみで一周切る。

(3) 切るとテープはどのような形になるか。→1本のテープ

５　直線テープの片方の端を360°（1回転）ひねって輪を作る。...(c)

(1) テープの真ん中をはさみで一周切ると，どのような形になるか？→予想を立てさせる。

(2) テープの真ん中をはさみで一周切る。→繋がった2本のテープ

６　【発問】「十字テープと直線テープを切ったとき，結果が同じになったのはどれとどれか？」→（ア）と(a)，（イ）と(c)

７　【発問】「何故，イや(c)のようにすると繋がった2本のテープができるのだろうか？」→「何故」に答えるのは難しい。では，2本のテープが離れていたり繋がっていたりすることを，分かりやすく説明する方法はないか？

８　【発問】一般に，「2本の輪が絡んでいるようす」を絵に描くとどうかけるか？同じく，「離れた2本の輪」はどういう絵になるか？

→生徒は絡んでいる輪をただ線を重ねて描くので，それは本当に絡んでいることになるのかと問いかける。

→後ろの線は，前の線との交差付近の線を消すようにすると前後関係が分かる。

９　絵で描いてみれば，テープが離れるのか繋がるのかが分かるのではないか。

→直線テープの輪を真ん中で切った様子が，８で描いた絵と一致するか次の時間に確かめてみよう。

→十字テープの絵も次の時間に描いてみよう。

１０　〔まとめ〕

（１）直線テープの片方の端を360°（1回転）ひねって輪を作った(c)の場合と，十字テープの2組の端同士を互いに逆方向にひねって輪を作った場合は，テープの真ん中を切った結果が同じで繋がった2本のテープができる。

（２）2本のテープが絡む場合と離れる場合を絵に描いて表すと様子がよく分かる。

（３）次の時間に，十字テープの輪の真ん中を切ったときの様子を絵に表して，直線テープの(c)の場合と比べてみよう。
	2通りの形ができてしまうことに，何故？という疑問を生徒が口にするまで作業の時間を十分に取る。

ここでは，線1本で描くようにする。

重なっている線の前後関係が分かるように描く。


